

















































































































































































































































































































































































1)国際教 育到達 度評価 学会 (The International 
Association for the Evaluation of Educational 
Achivement：略称 IEA)が1995年2月に実施した
第3回国際数学･理科教育調査(Third International 
Mathematics and Science Study：略称 TIMSS)によ
る。データは中学校2年生に行った結果。
2)ひまわりの種は円の中に規則正しく詰まっている。
中心から右回りと左回りの2種類のらせんが重な
り合っているように見える。それは，花の形を円
として，1番目にできる種と2番目にできる種と
の弧に対する中心角が 137.5°と決まっているた
めである。この角度を黄金角という。詳しくは以
下の URL 参照。
http://math-edu01.shinshu-u.ac.jp/Teaching/
sakuhin/computer98/96e3204c/index.htm
3)記録者は以下のように解釈した。この教材のモデ
ル化過程としては，まず，実際のひまわりの種に
対して，その並びのみを抽象することである。こ
れが数学の世界に定式化することであり，それを
処理した結果，なんらかの並びが結果として得ら
れる。それを再び現実に戻して，解釈・評価する
ことによって，より現実を正確に捉えるという意
味で，よりよい「種の並び」のモデルを目指すよ
う工夫や改善をする。これを繰り返し行うことが
モデル化過程であり，それによって「らせん形」
が導かれる。さらに，1番目にできる種と2番目
にできる種との弧に対する中心角を黄金角に定式
化し，「らせん形」を導くという，別のモデル化
過程も考えられる。この後者のモデル化は前者に
対して，よりよいモデルであり，この意味におい
てもモデル化過程であると考えた。
講演日：2001年8月10日
会場：ブランナール三朝
記録者：種本将明，松田由香里，山脇雅也，
和田達次
(みやざき・みきお，信州大学教育学部理数科
学教育講座(数学教育分野))
資料：主要プレゼンテーションスライド

